
 
 

鳥取大学ダイバーシティキャンパス推進室便り 令和３年２月５日  

通信 第38号 

●お知らせ    - 育児休業中の就労- 
 １月２日に放送されたドラマ「逃げるは恥だが役に立つ ガンバ

レ人類！新春スペシャル!!」では、選択的夫婦別姓や同性同士の結

婚問題など、多くの社会問題が盛り込まれており、男性の育休取得

についても描かれていました。   

 主人公である夫が育児休業を取得しますが、休業中に上司からの

ヘルプ要請により、育休を切り上げ早々に復職しました。  

 ドラマでは復職しましたが、法律では、一時的・臨時的であれ

ば、育休中の就労が可能な場合もあります。詳細は、厚生労働省の

ＨＰをご参照ください。  

 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_15420.html  
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●活動報告①   

１１月４日～３０日までの約１ヵ月間 、録画した映像を視聴いただく形式で開催したダイバーシ

ティセミナーについて、受講者のアンケート結果を報告いたします。 

有効回答者数は、２１０名（受講された方のみ集計）。今回の

開催形式について、「短時間で仕事の合間に受講可能だった」

「オンデマンドで自分の都合に合わせて受講可能だった」など受

講しやすかった点を評価いただきました。 

内容については、「ＳＯＧＩ（性自認）など知らなかったこと

を知ることができた」「自分が意識・体験したことのない出来事

や事象については、このような形で示してもらわない限り認識す

ることが難しい」「アウティングによる問題(事件)があることは

知っていたが、具体的にどのように考え対応すればよいかを知ることができた」「考えるよい機会が

もらえた」など良い評価がある一方、「内容が一般的」「さらっと流した程度の内容だった」など一

般的な内容よりも「具体的な事例があれば、より理解しやすい」「概要はわかったが、具体的にどの

ように対応したらよいか」など、具体事例を求める意見も散見されました。 

- ダイバーシティセミナーアンケート結果について- 

また「学生に対して今後どのように教育の機会をつくるの

か」との意見もいただき、学生への教育方法について、検討が

必要と考えます。 

今回、やむを得ずオンデマンドにて開催しましたが、受講に

時間と場所を選ばないこの方法は、多くの教職員に受講の機会

をもってもらえるという大きな利点を表出するものとなりまし

た。 
講師の 原 ミナ汰氏 



  

 

 

 
 
★このひとに聞く   高部 祐剛 さん 工学部 准教授 
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専任コーディネーター：長谷 順子 (キャリアコンサルタント) 

ご要望・ご相談などは、下記までお寄せください 

★お役立ち情報 - ライフプランセミナーを開催します- 
 女性の大きなライフイベントである妊娠や出産について、人生のキャリア形成をふくめ

て考えます。進学・卒業間近な学生、入職間もない職員など、妊娠や出産、不妊、働き続

ける ための各種法律についてお話しします。顔出し不要でオンラインで開催しますの

で、男性もご参加ください。 

    ★開催日時 令和３年２月２６日(金)１５時～１６時 

    ★開催方法 meetによるオンラインセミナー  meet.google.com/xuz-tbch-sbo  

  現在、１歳半になる息子がおり、一緒に過ごす時間を大切にしたいと思

い、朝夕の送迎は家族揃って保育園まで行くようにしています。 

  限られた時間内で多種多様な業務をこなさねばならず、実験の時間を確

保することが難しい時期もありましたが、本年度途中より研究支援員制度

を利用することで充実した研究生活を送ることができています。 

  息子を保育園に迎えにいきますと、満面の笑みを見せてくれます。この

お迎えの時間が日々の楽しみで、明日への活力になります。周囲の先生方

や研究支援員のご支援に感謝しながら、これからも研究や業務に邁進して

参りたいと思います。 

  工学部社会システム土木系学科の高部祐剛です。水環境工学が専門で、日々の実験の積み重ねが重

要な研究に取り組んでいます。 

 

 

年末年始休暇をはさんだ１２月２１日～１月２２日までの１ヵ月間、

「イスラム教を知ろう」と題し、本学に留学している３名のムスリムで

ある学生に、イスラム教について話してもらいました。 

推進室の学生スタッフの提案で、話してもらう内容は、国籍、学部、

名前、イスラム教を信仰したきっかけ以外は、自由に話してもらうこと

にしました。３名の留学生のほか、ムスリムである学部生も“鳥取のム

スリム”について情報を提供してくれました。 

宗教をテーマとしたセミナーははじめての試みでしたが、多くの教職

員、学生に受講いただきました。詳しくは次号にて報告いたします。 

●活動報告②  -オンデマンドセミナー「イスラム教を知ろう」を 

                                                       開催しました- 

左から ファリスさん 

    ガリ―さん 

    マリナさん 


